
１ 両磐保健医療圏内県立病院群の一体的運営に係るあり方と取組み

◇ 磐井病院

　両磐圏域の基幹病院として、救急・急性期医療の充実と、がん治療などの高度・特殊医療

機能を強化し、緩和ケア病棟の充実を図る。併せて地域医療支援病院として両磐圏域の医療

及び福祉・介護施設との役割分担と連携に取り組む

◇ 磐井病院附属花泉地域診療センター

　花泉地域の診療所として、磐井病院等からの支援を得ながら、プライマリケア（初期治療）

や慢性期医療を担う。

◇ 千厩病院

　東磐井地域の総合的な病院として、基幹病院等と連携しながら、救急医療、急性期医療、

高齢者医療及び透析医療のほか、県南部の回復期リハビリテーション機能と地域包括ケア病

床等を活用した在宅復帰支援等の機能を担う。

◇ 大東病院

　大東地域の病院として、基幹病院等の支援を得ながら、地域医療（亜急性期・回復期及び

在宅医療）を担う。

◇ 南光病院

　県南部広域の精神医療の拠点として、精神科医療（精神科救急含む）を担い、併せて一般

医療（磐井病院）との有機的連携及び地域ケア支援機能を強化する。



２ 両磐保健医療圏内県立病院群の医療資源等の状況

（１）診療科及び医師数の状況（平成３０年１月１日現在）
（単位：人）

注　診療科に記載している「数字」は常勤医師数であり、「兼」は他診療科医師の兼務である。

（２）基本的機能等（平成３０年１月１日現在）

注　大東病院の一般病床は、26年4月から40床で運用している。

注　千厩病院の一般病床には、回復期リハビリテーション病床35床、地域包括ケア病床27床を含む。

注　南光病院の精神病床は、平成26年3月より50床休床（括弧は許可病床）。
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３ 両磐保健医療圏内の救急患者数状況

（１）救急患者数の状況(1日平均） （２）一関市消防本部救急車搬送状況

（単位：人）

注　29年度は11月末実績である。

注　暦年（１月～12月）の実績である。

( 県 病 割 合 ％ ) 67.3 61.9 62.3

管内県病以外の医療機関 1,444 1,715 1,719

管 内 以 外 搬 送 340 386 396

搬 送 人 員 合 計 5,458 5,509 5,609

両磐医療圏 50 46 46 県 病 搬 送 合 計 3,674 3,408 3,494

県立病院全体 364 346 335 ( １ 日 平 均 ) 10.1 9.3 9.6

大 東 病 院 月２回夜間救急業務
実施

月２回夜間救急業務
実施

月２回夜間救急業務
実施 大 東 病 院 14 25 31

南 光 病 院 1 1 1 南 光 病 院 38 44 49

花 泉 地 域 診 療 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 花 泉 地 域 診 療 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 0 0 0

千 厩 病 院 12 11 12 千 厩 病 院 905 921 932

区分 ２７年度 ２８年度 ２９年度 区分 2７年 ２８年 29年

磐 井 病 院 37 34 33 磐 井 病 院 2,717 2,418 2,482


